
生活交通確保維持改善計画（地域内フィーダー系統確保維持計画を含む） 

令和４年６月 日 

 

          （名称）加西市公共交通活性化協議会          
  

生活交通確保維持改善計画の名称 

 

 加西市地域内フィーダー系統確保維持計画 

 

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

 

 加西市の公共交通は、市のほぼ中央にある北条町駅を中心に放射状に広がっており、北

条鉄道（南～南東方向）、地域間幹線の路線バス（北西、東、南、西方向）、タクシー、そ

して加西市を東西方向に横断する中国自動車道で高�バスが京阪神・津山を結んでいる。

市では、これらを補完する住民の市内の移動手段として、コミュニティバスを運行してい

るが、住民の公共交通利用は５％と低い一方で、住民の３割と推計される気軽に自動車を

利用できない方（運転免許がない、または世帯に自動車がない）の日常生活における移動

手段の確保を課題と捉えている。 

 平成２９年度策定の加西市地域公共交通網形成計画に示す目指すべき交通サービスの確

立のため、コミュニティバスねっぴ～号とはっぴーバスにより、気軽に自動車を利用でき

ない住民の日常生活における移動手段を確保し、地域内の住民の交流を促進することで、

地域の活性化を図るとともに、地域公共交通計画の策定に向けて準備を進める。 

 

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

 

 コミュニティバスの路線の目標を次のとおりとする。 

 コミュニティバス等利用者数（ねっぴ～号、はっぴーバス及び地域主体型交通の年間利

用者数２７，４００人/年（2017 年）⇒３０，０００人/年（2022 年） 

 （加西市地域公共交通網形成計画 P79 参照） 

 

 上記を踏まえて、各路線の利用者数の目標を下記に定める。 

路線番号 路線 

（実績） 

2020.10～

2021.9 

 

（目標） 

2022.10～

2023.9 

路線（１）（２） はっぴーバス万願寺線①② ３，０８５人 ⇒ ４，０００人 

路線（３） はっぴーバス若井線 １，５９１人 ⇒ ２，５００人 

路線（４）（５） はっぴーバス芥田線①② １，１８４人 ⇒ １，５００人 

路線（６）（７） ねっぴ～号市街地線①② ９，９０８人 ⇒ １２，０００人 

路線（８） ねっぴ～号国正線 ２，３０９人 ⇒ ２，７００人 

路線（９）（10）（11） ねっぴ～号九会線①②③ ３，３４５人 ⇒ ４，０００人 

 合 計 ２１，４２２人 ⇒ ２６，７００人 

 

ただし、今後の新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によっては、適宜目標の見直

しを行うものとする。 

 

（２）事業の効果 
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 高齢者等の気軽にクルマを利用できない住民の日常生活における移動をコミュニティバ

ス（ねっぴ～号、はっぴーバス）で確保することにより、市内移動の自由度を高めること

で活発な交流に基づく地域の活性化が期待される。 

 日常的にクルマを利用している住民に対しては、地域の将来の交通網のイメージを共有

することで、市内における移動についても意識的に公共交通を利用する市民を増やし、ク

ルマ利用からの転換を促すことで、公共交通全体の利用を促進する。 

 市内のコミュニティバス網整備により社会問題化している高齢運転者による交通事故の

抑制効果にもつながり、安心安全な地域づくりが期待される。 

 

３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

 

・はっぴーバス沿線の高齢者等への実態把握訪問調査や営業（一部運営受託 NPO 法人） 

・鉄道、路線バス、コミバス等を網羅する加西市公共交通ガイド「かさいおでかけナビ」

を作成、市内全戸配布（市・協議会） 

・バスロケーションシステムの導入（市）（加西市地域公共交通網形成計画 P67 参照） 

・ねっぴ～号の時刻表及びルートの再編（市・協議会・運営受託者） 

・ねっぴ～号の通勤・通学定期券の発行（運営受託者） 

 

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運行予定者 

 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表１」を添付 

 

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の負担者 

 

 加西市（なお、加西市から運行事業者へ委託する委託料については、運行経費から国庫

補助金額を差し引いた差額分を負担する。） 

 

６．補助金の交付を受けようとする補助対象事業者の名称 

 

申請番号１～５ 加西親栄自動車有限会社 

申請番号６～11 神姫バス株式会社 

 

７．補助を受けようとする手続きに係る利用状況等の継続的な測定方法 

 【活性化法法定協議会を補助対象事業者とする場合のみ】 

 

 ※該当なし 

 

８．別表１の補助対象事業の基準二ただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

 

※該当なし 

 

９．別表１の補助対象事業の基準ハに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 
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※該当なし 

 

10．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期 

及びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 

 

※該当なし 

 

11．外客来訪促進計画との整合性 

【外客来訪促進計画が策定されている場合のみ】 

 

 ※該当なし 

 

12．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表５」を添付 

 

13．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

 

※該当なし 

 

14．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

 

※該当なし 

 

（２）事業の効果 

  

 ※該当なし 

 

15．車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する

費用の負担者【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補

助金を受けようとする場合のみ】 

 

※該当なし 

 

16．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 
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 ※該当なし 

 

17．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

 ※該当なし 

 

18．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

 

 ※該当なし 

 

（２）事業の効果 

 

 ※該当なし 

 

19．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 
 ※該当なし 

 

20．協議会の開催状況と主な議論 
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・平成２０年 ５月２６日（第 １回） 協議会設立 

・平成２１年 ３月 ６日（第 ３回） 加西市公共交通総合連携計画を策定 

・平成２２年 ７月 ５日（第 ５回） はっぴーバス導入方針決定 

・平成２２年１２月 ３日（第 ６回） 運行計画策定（H23.2.1 運行開始） 

・平成２３年 ６月 ６日（第 ７回） 有償運行決定（H23.9.1） 

・平成２４年 １月２３日（第 ９回） ダイヤ改正（H24.4.1） 

・平成２４年 ５月２１日（第１０回） 本格運行への移行と事業の枠組 

・平成２５年 １月２９日（第１１回） 本格運行への移行について 

・平成２５年 ６月２１日（第１３回） 加西市公共交通総合連携計画の見直しについて 

・平成２５年１１月 ８日（第１５回） 加西市公共交通総合連携計画の見直しについて 

・平成２６年 ２月２６日（第１６回） 加西市公共交通総合連携計画の改正案について 

・平成２６年 ５月２３日（第１７回） Ｈ26 事業計画について（コミバス再編調査等） 

・平成２６年 ８月２０日（第１８回） 地域協働推進事業計画の承認 

・平成２６年１２月２２日（第１９回） コミバス再編方針の確認について 

・平成２７年 ２月 ６日（第２０回） コミバス再編案の確認について 

・平成２７年 ２月２３日（第２１回） コミバス再編案修正の確認について 

・平成２７年 ６月２３日（第２２回） Ｈ27 事業計画について（H28 コミバス事業） 

・平成２７年 ８月２７日（第２３回） コミバス再編案について 

・平成２７年１１月 ９日（第２４回） Ｈ27 事業計画（補正）等について 

・平成２８年 ２月２９日（第２５回） 路線バスのルート変更について 

・平成２８年 ３月２２日（第２６回） 地域主体型交通導入の手引きについて 

・平成２８年 ６月２２日（第２７回） Ｈ28 事業計画について（H29 コミバス事業） 

・平成２９年 ３月１６日（第２９回） コミバスの利用状況について 

・平成２９年 ５月２６日（第３０回） Ｈ29 事業計画について（H30 コミバス事業） 

・平成２９年１２月２１日（第３２回） 地域公共交通網形成計画（案）について 

・平成３０年 １月２３日（第３３回） 地域公共交通網形成計画（案）について 

・平成３０年 ３月２６日（第３５回） 地域公共交通網形成計画（案）について 

・平成３０年 ６月２６日（第３６回） Ｈ30 事業計画について（H31 コミバス事業） 

・平成３１年 １月２８日（第３７回） 地域公共交通確保維持改善事業評価について 

・令和 元年 ６月２７日（第３８回） Ｒ元年度事業計画（R2 コミバス事業） 

・令和 ２年 １月２２日（第３９回） 地域公共交通確保維持改善事業評価について 

・令和 ２年 ６月２９日（第４０回） Ｒ２年事業計画（R3 コミバス事業） 

・令和 ３年 １月２９日（第４１回） 地域公共交通確保維持改善事業評価について 

・令和 ３年 ５月３１日（第４２回） Ｒ３年事業計画（R4 コミバス事業） 

・令和 ４年 １月２７日（第４３回） 地域公共交通確保維持改善事業評価について 

・令和 ４年 ３月１４日（第４４回） Ｒ３年事業計画（R4 コミバス事業）の変更につ

いて（書面決議） 

・令和 ４年 ６月２１日（第４６回） Ｒ４年事業計画（R5 コミバス事業） 

 

 

21．利用者等の意見の反映状況 
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利用者代表として加西市区長会の代表、加西市シニアクラブ連合会長に協議会委員とし

て参加していただいているほか、NPO に委託して地域を回っていただくなど以下のような調

査を実施している。 

○地域公共交通に関する住民アンケート（調査期間：平成２３年４月１日～２２日） 

 ・調査対象：交通不便地域に在住する住民 約８００世帯 

○はっぴーバス利用想定に対する実態把握訪問（調査期間：平成２４年６月～１１月） 

○高齢者の公共交通に関するアンケートの実施（平成２６年５月） 

○はっぴーバス住民会議の実施（平成２６年８月３０日）参加沿線住民６０名 

○コミバス利用状況把握のための乗降調査（平成２８年１０月・平成２９年１月～２月） 

○はっぴーバス沿線地域内高齢者等に対する実態把握訪問調査（平成２９年２月～３月） 

○公共交通（鉄道・路線バス・コミバス）の利用状況調査（平成２９年１０月） 

○加西市コミュニティバス利用実態調査（令和３年３月） 

○コミバス等利用者アンケート調査の実施（令和３年１０月） 

 

22．協議会メンバーの構成員 

関係都道府県 兵庫県北播磨県民局加東土木事務所 

関係市区町村 加西市ふるさと創造部・都市整備部 

交通事業者・交通

施設管理者等 

神姫バス㈱、北条鉄道㈱、加西親栄自動車㈲、NPO 法人原始人の会、 

兵庫県バス協会、兵庫県タクシー協会、加西警察署、神姫バス労組 

地方運輸局 神戸運輸監理部兵庫陸運部 

その他協議会が必

要と認める者 

大学教授（有識者）、加西商工会議所、加西市社会福祉協議会、 

加西市区長会、加西市シニアクラブ連合会、市民委員 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所）兵庫県加西市北条町横尾 1000 番地  

（所 属）加西市ふるさと創造部人口増政策課 

（氏 名）垣谷 直宏            

（電 話）0790-42-8700           

（e-mail）jinko@city.kasai.lg.jp       
 

注意： 本様式はあくまで参考であり、補助要綱の要件を満たすものであれば、この様式によら

なくても差し支えありません。 

また、既存計画部分で生活交通確保維持改善計画の記載項目に合致する部分は、そこから

の転記や、該当部分を明確にした上での添付などにより活用いただいて差し支えありません。 

 

実際の計画作成に当たっては補助要綱等を踏まえて作成をお願いいたします。 

各記載項目について、地域公共交通計画及び地域公共交通利便増進実施計画を作成して

いる場合には、当該計画から該当部分を転記したり、別添○○計画△節のとおり、等とし

て引用したりすることも可能です。（ただし、上記２．・３．については、地域公共交通計

画及び地域公共交通利便増進実施計画に定める目標、当該目標を達成するために行う事業

及びその実施主体に関する事項との整合性を図るようにして下さい。また、生活交通確保

維持改善計画全体として、協議会における協議が整った上で提出される必要があります）。 

外客来訪促進計画を作成している場合には、当該計画から該当部分を転記したり、別添

○○計画△節のとおり、等として引用したりすることも可能です。 

    

※該当のない項目は削除せず、「該当なし」と記載して下さい。 
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す
る
こ
と
。

４
．
「
利
便
増
進
特
例
措
置
」
及
び
「
運
送
継
続
特
例
措
置
」
に
つ
い
て
�
、
利
便
増
進
計
画
又
�
運
送
継
続
計
画
の
認
定
を
受
け
、
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
に
係
る
特
例
措
置
の
適
用
（
別
表
９
又
�
別
表
１
０
）
を
受
け
て
補
助
対
象
と
な
る
場
合
の
み
「
○
」
を
記
載
す

５
．
「
運
行
態
様
の
別
」
に
つ
い
て
�
、
路
線
定
期
運
行
、
路
線
不
定
期
運
行
、
区
域
運
行
、
乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
別
を
記
載
す
る
こ
と
。

６
．
「
補
助
対
象
地
域
間
幹
線
系
統
等
と
接
続
の
確
保
」
に
つ
い
て
�
、
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
が
接
続
す
る
補
助
対
象
地
域
間
幹
線
系
統
又
�
地
域
間
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ど
の
よ
う
に
接
続
を
確
保
す
る
か
に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
。

７
．
乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
場
合
�
、
「
運
行
系
統
名
」
「
利
便
増
進
特
例
措
置
」
に
つ
い
て
記
載
を
要
し
な
い
。

８
．
本
表
に
記
載
す
る
運
行
予
定
系
統
を
示
し
た
地
図
及
び
運
行
ダ
イ
ヤ
を
添
付
す
る
こ
と
。
乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
場
合
�
、
営
業
区
域
を
示
し
た
地
図
を
添
付
す
る
こ
と
。

2
4
5
日

2
4
5
.0
回

路
線
定
期

①

「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
他
停
留
所
に
て
、

神
姫
バ
ス
が
運
行
す
る
補
助
対
象
幹
線

バ
ス
「
姫
路
駅
～
南
大
貫
～
北
条
営
業
所

線
」
及
び
「
姫
路
駅
～
南
山
田
～
北
条
営

業
所
線
」
と
接
続

③
循
環

(1
0
)

九
会
線
②

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

市
役
所
正
面
口
・

健
康
福
祉
会
館
・

加
西
病
院
・
九
会
・

so
ra
か
さ
い

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

往
　
2
7
.3
ｋ
ｍ

2
4
5
日

2
4
5
.0
回

路
線
定
期

①

「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
他
停
留
所
に
て
、

神
姫
バ
ス
が
運
行
す
る
補
助
対
象
幹
線

バ
ス
「
姫
路
駅
～
南
大
貫
～
北
条
営
業
所

線
」
及
び
「
姫
路
駅
～
南
山
田
～
北
条
営

業
所
線
」
と
接
続

③
循
環

(9
)

九
会
線
①

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

市
役
所
正
面
口
・

加
西
病
院
・
九
会
・

so
ra
か
さ
い
・

健
康
福
祉
会
館

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

往
　
2
5
.6
ｋ
ｍ

③
復
　
7
.8
ｋ
ｍ

(7
)

市
街
地
線
②

高
�
北
条

B
�
前

市
役
所
正
面
口
・

加
西
病
院

中
富

往
　
8
.6
ｋ
ｍ

2
4
5
日

6
1
2
.5
回

路
線
定
期

①

「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
他
停
留
所
に
て
、

神
姫
バ
ス
が
運
行
す
る
補
助
対
象
幹
線

バ
ス
「
姫
路
駅
～
南
大
貫
～
北
条
営
業
所

線
」
及
び
「
姫
路
駅
～
南
山
田
～
北
条
営

業
所
線
」
と
接
続

③
復
　
8
.9
ｋ
ｍ

往
　
1
5
.5
ｋ
ｍ

2
4
5
日

4
9
0
.0
回

①

「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
他
停
留
所
に
て
、

神
姫
バ
ス
が
運
行
す
る
補
助
対
象
幹
線

バ
ス
「
姫
路
駅
～
南
大
貫
～
北
条
営
業
所

線
」
及
び
「
姫
路
駅
～
南
山
田
～
北
条
営

業
所
線
」
と
接
続

神
姫
バ
ス
㈱

(6
)

市
街
地
線
①

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

市
役
所
正
面
口
・

加
西
病
院

中
富

往
　
7
.6
ｋ
ｍ

2
4
5
日

1
8
3
7
.5
回

路
線
定
期

①

「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
他
停
留
所
に
て
、

神
姫
バ
ス
が
運
行
す
る
補
助
対
象
幹
線

バ
ス
「
姫
路
駅
～
南
大
貫
～
北
条
営
業
所

線
」
及
び
「
姫
路
駅
～
南
山
田
～
北
条
営

業
所
線
」
と
接
続

「
中
富
口
」
停
留
所
に
て
、
神
姫
バ
ス
が
運

行
す
る
幹
線
バ
ス
「
八
千
代
小
学
校
前
イ

オ
ン
モ
ー
ル
加
西
北
条
線
」
と
接
続

③
復
　
　
　
ｋ
ｍ

(5
)

芥
田
線
②

（
2
～
4
便
目
）

中
富
口

東
坂
口

中
富
口

③

「
中
富
口
」
停
留
所
に
て
、
神
姫
バ
ス
が
運

行
す
る
幹
線
バ
ス
「
八
千
代
小
学
校
前
イ

オ
ン
モ
ー
ル
加
西
北
条
線
」
と
接
続

③

市
役
所
正
面
口
・

健
康
福
祉
会
館
・

加
西
病
院
・
九
会
・

so
ra
か
さ
い
・
西
高

室

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

2
4
5
日

2
4
5
.0
回

路
線
定
期

①

「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
他
停
留
所
に
て
、

神
姫
バ
ス
が
運
行
す
る
補
助
対
象
幹
線

バ
ス
「
姫
路
駅
～
南
大
貫
～
北
条
営
業
所

線
」
及
び
「
姫
路
駅
～
南
山
田
～
北
条
営

業
所
線
」
と
接
続

③
循
環

往
1
0
.4
ｋ
ｍ

2
4
5
日

7
3
5
.0
回

路
線
定
期

②
（
２
）

「
中
富
口
」
停
留
所
に
て
、
神
姫
バ
ス
が
運

行
す
る
幹
線
バ
ス
「
八
千
代
小
学
校
前
イ

オ
ン
モ
ー
ル
加
西
北
条
線
」
と
接
続

③
復
　
1
5
.7
ｋ
ｍ

東
坂
口

「
中
富
口
」
停
留
所
に
て
、
神
姫
バ
ス
が
運

行
す
る
幹
線
バ
ス
「
八
千
代
小
学
校
前
イ

オ
ン
モ
ー
ル
加
西
北
条
線
」
と
接
続

往
　
2
3
.8
ｋ
ｍ

循
環

(2
)

万
願
寺
線
②

（
2
～
5
便
目
）

中
富
口

2
4
5
日

1
2
2
5
.0
回

路
線
定
期

②
（
２
）

中
富
口

2
4
5
日

9
8
0
.0
回

(4
)

芥
田
線
①

（
1
便
目
）

皿
池
上

中
富
口

往
　
7
.9
ｋ
ｍ

2
4
5
日

1
2
2
.5
回

(1
1
)

九
会
線
③

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

②
（
２
）

路
線
定
期

②
（
２
）

(8
)

国
正
線

路
線
定
期

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

市
役
所
正
面
口
・

加
西
病
院

東
国
正

「
中
富
口
」
停
留
所
に
て
、
神
姫
バ
ス
が
運

行
す
る
幹
線
バ
ス
「
八
千
代
小
学
校
前
イ

オ
ン
モ
ー
ル
加
西
北
条
線
」
と
接
続

路
線
定
期

循
環

往
1
2
.7
ｋ
ｍ

循
環

市
区
町
村
名

運
送
予
定
者
名

運
行
系
統
名
等

（
申
請
番
号
）

系
統

キ
ロ
程

加
西
親
栄
自
動
車
㈲

(1
)

万
願
寺
線
①

（
1
便
目
）

道
山
郵
便
局
前
孫
町

中
富
口

兵
庫
県

（
加
西
市
）

(3
)

若
井
線

（
1
～
5
便
目
）

③

中
富
口

釜
坂
峠
口

中
富
口

運 送 継 続 特 例 措 置

③

孫
町

運
行
系
統

地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
の
基
準
適
合

（
別
表
７
・
別
表
９
・
別
表
１
０
）

往
1
2
.2
ｋ
ｍ

復
　
　
　
ｋ
ｍ

往
1
6
.2
ｋ
ｍ

計
画
運
行
日
数

計
画
運
行
回
数

利 便 増 進 特 例 措 置

2
4
5
日

1
2
2
.5
回

路
線
定
期

②
（
２
）

7



表
１
　
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業
に
よ
り
運
行
を
確
保
・
維
持
す
る
運
行
系
統
の
概
要
及
び
運
送
予
定
者
（
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
）

Ｒ
６
年
度

起
点

経
由
地

終
点

運
行
態
様
の
別

基
準
ハ
で
該

当
す
る
要
件

(別
表
７
・
９
)

補
助
対
象
地
域
間
幹

線
系
統
等
と
接
続
の

確
保

基
準
ホ
で
該

当
す
る
要
件

（
別
表
７
の
み
）

（
注
）

１
．
乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
場
合
�
、
「
運
行
系
統
名
等
」
に
運
賃
低
廉
化
を
行
う
運
行
サ
ー
ビ
ス
の
名
称
を
記
載
す
る
こ
と
。

２
．
区
域
運
行
又
�
乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
場
合
�
、
運
行
系
統
の
「
経
由
地
」
に
営
業
区
域
又
�
運
賃
低
廉
化
対
象
地
域
を
記
載
す
る
こ
と
と
し
、
「
起
点
」
、
「
終
点
」
及
び
「
系
統
キ
ロ
程
」
に
つ
い
て
記
載
を
要
し
な
い
。

３
．
「
系
統
キ
ロ
程
」
に
つ
い
て
�
、
小
数
点
第
１
位
（
第
２
位
以
下
切
り
捨
て
）
ま
で
記
載
す
る
こ
と
。
な
お
、
循
環
系
統
の
場
合
に
�
、
往
又
�
復
の
ど
ち
ら
か
の
欄
に
キ
ロ
程
を
記
載
し
、
も
う
片
方
の
欄
に
「
循
環
」
と
記
載
す
る
こ
と
。

４
．
「
利
便
増
進
特
例
措
置
」
及
び
「
運
送
継
続
特
例
措
置
」
に
つ
い
て
�
、
利
便
増
進
計
画
又
�
運
送
継
続
計
画
の
認
定
を
受
け
、
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
に
係
る
特
例
措
置
の
適
用
（
別
表
９
又
�
別
表
１
０
）
を
受
け
て
補
助
対
象
と
な
る
場
合
の
み
「
○
」
を
記
載
す

５
．
「
運
行
態
様
の
別
」
に
つ
い
て
�
、
路
線
定
期
運
行
、
路
線
不
定
期
運
行
、
区
域
運
行
、
乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
別
を
記
載
す
る
こ
と
。

６
．
「
補
助
対
象
地
域
間
幹
線
系
統
等
と
接
続
の
確
保
」
に
つ
い
て
�
、
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
が
接
続
す
る
補
助
対
象
地
域
間
幹
線
系
統
又
�
地
域
間
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ど
の
よ
う
に
接
続
を
確
保
す
る
か
に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
。

７
．
乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
場
合
�
、
「
運
行
系
統
名
」
「
利
便
増
進
特
例
措
置
」
に
つ
い
て
記
載
を
要
し
な
い
。

８
．
本
表
に
記
載
す
る
運
行
予
定
系
統
を
示
し
た
地
図
及
び
運
行
ダ
イ
ヤ
を
添
付
す
る
こ
と
。
乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
場
合
�
、
営
業
区
域
を
示
し
た
地
図
を
添
付
す
る
こ
と
。

「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
他
停
留
所
に
て
、

神
姫
バ
ス
が
運
行
す
る
補
助
対
象
幹
線

バ
ス
「
姫
路
駅
～
南
大
貫
～
北
条
営
業
所

線
」
及
び
「
姫
路
駅
～
南
山
田
～
北
条
営

業
所
線
」
と
接
続

③
循
環

市
役
所
正
面
口
・

健
康
福
祉
会
館
・

加
西
病
院
・
九
会
・

so
ra
か
さ
い
・
西
高

室

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

往
　
2
3
.8
ｋ
ｍ

2
4
4
日

2
4
4
.0
回

(1
1
)

九
会
線
③

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

路
線
定
期

①
(1
0
)

九
会
線
②

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

路
線
定
期

①

「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
他
停
留
所
に
て
、

神
姫
バ
ス
が
運
行
す
る
補
助
対
象
幹
線

バ
ス
「
姫
路
駅
～
南
大
貫
～
北
条
営
業
所

線
」
及
び
「
姫
路
駅
～
南
山
田
～
北
条
営

業
所
線
」
と
接
続

③
循
環

市
役
所
正
面
口
・

健
康
福
祉
会
館
・

加
西
病
院
・
九
会
・

so
ra
か
さ
い

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

往
　
2
7
.3
ｋ
ｍ

2
4
4
日

2
4
4
.0
回

「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
他
停
留
所
に
て
、

神
姫
バ
ス
が
運
行
す
る
補
助
対
象
幹
線

バ
ス
「
姫
路
駅
～
南
大
貫
～
北
条
営
業
所

線
」
及
び
「
姫
路
駅
～
南
山
田
～
北
条
営

業
所
線
」
と
接
続

③
循
環

市
役
所
正
面
口
・

加
西
病
院
・
九
会
・

so
ra
か
さ
い
・

健
康
福
祉
会
館

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

往
　
2
5
.6
ｋ
ｍ

2
4
4
日

2
4
4
.0
回

(9
)

九
会
線
①

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

路
線
定
期

①
(8
)

国
正
線

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

路
線
定
期

①

「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
他
停
留
所
に
て
、

神
姫
バ
ス
が
運
行
す
る
補
助
対
象
幹
線

バ
ス
「
姫
路
駅
～
南
大
貫
～
北
条
営
業
所

線
」
及
び
「
姫
路
駅
～
南
山
田
～
北
条
営

業
所
線
」
と
接
続

③
復
　
1
5
.7
ｋ
ｍ

市
役
所
正
面
口
・

加
西
病
院

東
国
正

往
　
1
5
.5
ｋ
ｍ

2
4
4
日

4
8
8
.0
回

「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
他
停
留
所
に
て
、

神
姫
バ
ス
が
運
行
す
る
補
助
対
象
幹
線

バ
ス
「
姫
路
駅
～
南
大
貫
～
北
条
営
業
所

線
」
及
び
「
姫
路
駅
～
南
山
田
～
北
条
営

業
所
線
」
と
接
続

③
復
　
8
.9
ｋ
ｍ

市
役
所
正
面
口
・

加
西
病
院

中
富

往
　
8
.6
ｋ
ｍ

2
4
4
日

6
1
0
.0
回

(7
)

市
街
地
線
②

高
�
北
条

B
�
前

路
線
定
期

①
神
姫
バ
ス
㈱

(6
)

市
街
地
線
①

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

路
線
定
期

①

「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
他
停
留
所
に
て
、

神
姫
バ
ス
が
運
行
す
る
補
助
対
象
幹
線

バ
ス
「
姫
路
駅
～
南
大
貫
～
北
条
営
業
所

線
」
及
び
「
姫
路
駅
～
南
山
田
～
北
条
営

業
所
線
」
と
接
続

③
復
　
7
.8
ｋ
ｍ

市
役
所
正
面
口
・

加
西
病
院

中
富

往
　
7
.6
ｋ
ｍ

2
4
4
日

1
8
3
0
.0
回

「
中
富
口
」
停
留
所
に
て
、
神
姫
バ
ス
が
運

行
す
る
幹
線
バ
ス
「
八
千
代
小
学
校
前
イ

オ
ン
モ
ー
ル
加
西
北
条
線
」
と
接
続

③
循
環

東
坂
口

中
富
口

往
1
0
.4
ｋ
ｍ

2
4
4
日

7
3
2
.0
回

(5
)

芥
田
線
②

（
2
～
4
便
目
）

中
富
口

路
線
定
期

②
（
２
）

(4
)

芥
田
線
①

（
1
便
目
）

皿
池
上

路
線
定
期

②
（
２
）

1
2
2
0
.0
回

「
中
富
口
」
停
留
所
に
て
、
神
姫
バ
ス
が
運

行
す
る
幹
線
バ
ス
「
八
千
代
小
学
校
前
イ

オ
ン
モ
ー
ル
加
西
北
条
線
」
と
接
続

③
復
　
　
　
ｋ
ｍ

東
坂
口

中
富
口

往
　
7
.9
ｋ
ｍ

2
4
4
日

1
2
2
.0
回

③
循
環

(3
)

若
井
線

（
1
～
5
便
目
）

中
富
口

往
1
6
.2
ｋ
ｍ

2
4
4
日

9
7
6
.0
回

路
線
定
期

路
線
定
期

②
（
２
）

「
中
富
口
」
停
留
所
に
て
、
神
姫
バ
ス
が
運

行
す
る
幹
線
バ
ス
「
八
千
代
小
学
校
前
イ

オ
ン
モ
ー
ル
加
西
北
条
線
」
と
接
続

③
循
環

釜
坂
峠
口

中
富
口

往
1
2
.7
ｋ
ｍ

2
4
4
日

孫
町

中
富
口

1
2
2
.0
回

路
線
定
期

②
（
２
）

「
中
富
口
」
停
留
所
に
て
、
神
姫
バ
ス
が
運

行
す
る
幹
線
バ
ス
「
八
千
代
小
学
校
前
イ

オ
ン
モ
ー
ル
加
西
北
条
線
」
と
接
続

道
山
郵
便
局
前
孫
町

中
富
口

往
1
2
.2
ｋ
ｍ

2
4
4
日

②
（
２
）

「
中
富
口
」
停
留
所
に
て
、
神
姫
バ
ス
が
運

行
す
る
幹
線
バ
ス
「
八
千
代
小
学
校
前
イ

オ
ン
モ
ー
ル
加
西
北
条
線
」
と
接
続

計
画
運
行
日
数

計
画
運
行
回
数

利 便 増 進 特 例 措 置

運 送 継 続 特 例 措 置

地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
の
基
準
適
合

（
別
表
７
・
別
表
９
・
別
表
１
０
）

兵
庫
県

（
加
西
市
）

加
西
親
栄
自
動
車
㈲

(1
)

万
願
寺
線
①

（
1
便
目
）

市
区
町
村
名

運
送
予
定
者
名

運
行
系
統
名
等

（
申
請
番
号
）

運
行
系
統

系
統

キ
ロ
程

③
復
　
　
　
ｋ
ｍ

(2
)

万
願
寺
線
②

（
2
～
5
便
目
）

中
富
口

8



表
１
　
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業
に
よ
り
運
行
を
確
保
・
維
持
す
る
運
行
系
統
の
概
要
及
び
運
送
予
定
者
（
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
）

Ｒ
７
年
度

起
点

経
由
地

終
点

運
行
態
様
の
別

基
準
ハ
で
該

当
す
る
要
件

(別
表
７
・
９
)

補
助
対
象
地
域
間
幹

線
系
統
等
と
接
続
の

確
保

基
準
ホ
で
該

当
す
る
要
件

（
別
表
７
の
み
）

（
注
）

１
．
乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
場
合
�
、
「
運
行
系
統
名
等
」
に
運
賃
低
廉
化
を
行
う
運
行
サ
ー
ビ
ス
の
名
称
を
記
載
す
る
こ
と
。

２
．
区
域
運
行
又
�
乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
場
合
�
、
運
行
系
統
の
「
経
由
地
」
に
営
業
区
域
又
�
運
賃
低
廉
化
対
象
地
域
を
記
載
す
る
こ
と
と
し
、
「
起
点
」
、
「
終
点
」
及
び
「
系
統
キ
ロ
程
」
に
つ
い
て
記
載
を
要
し
な
い
。

３
．
「
系
統
キ
ロ
程
」
に
つ
い
て
�
、
小
数
点
第
１
位
（
第
２
位
以
下
切
り
捨
て
）
ま
で
記
載
す
る
こ
と
。
な
お
、
循
環
系
統
の
場
合
に
�
、
往
又
�
復
の
ど
ち
ら
か
の
欄
に
キ
ロ
程
を
記
載
し
、
も
う
片
方
の
欄
に
「
循
環
」
と
記
載
す
る
こ
と
。

４
．
「
利
便
増
進
特
例
措
置
」
及
び
「
運
送
継
続
特
例
措
置
」
に
つ
い
て
�
、
利
便
増
進
計
画
又
�
運
送
継
続
計
画
の
認
定
を
受
け
、
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
に
係
る
特
例
措
置
の
適
用
（
別
表
９
又
�
別
表
１
０
）
を
受
け
て
補
助
対
象
と
な
る
場
合
の
み
「
○
」
を
記
載
す

５
．
「
運
行
態
様
の
別
」
に
つ
い
て
�
、
路
線
定
期
運
行
、
路
線
不
定
期
運
行
、
区
域
運
行
、
乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
別
を
記
載
す
る
こ
と
。

６
．
「
補
助
対
象
地
域
間
幹
線
系
統
等
と
接
続
の
確
保
」
に
つ
い
て
�
、
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
が
接
続
す
る
補
助
対
象
地
域
間
幹
線
系
統
又
�
地
域
間
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ど
の
よ
う
に
接
続
を
確
保
す
る
か
に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
。

７
．
乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
場
合
�
、
「
運
行
系
統
名
」
「
利
便
増
進
特
例
措
置
」
に
つ
い
て
記
載
を
要
し
な
い
。

８
．
本
表
に
記
載
す
る
運
行
予
定
系
統
を
示
し
た
地
図
及
び
運
行
ダ
イ
ヤ
を
添
付
す
る
こ
と
。
乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
場
合
�
、
営
業
区
域
を
示
し
た
地
図
を
添
付
す
る
こ
と
。

「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
他
停
留
所
に
て
、

神
姫
バ
ス
が
運
行
す
る
補
助
対
象
幹
線

バ
ス
「
姫
路
駅
～
南
大
貫
～
北
条
営
業
所

線
」
及
び
「
姫
路
駅
～
南
山
田
～
北
条
営

業
所
線
」
と
接
続

③
循
環

市
役
所
正
面
口
・

健
康
福
祉
会
館
・

加
西
病
院
・
九
会
・

so
ra
か
さ
い
・
西
高

室

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

往
　
2
3
.8
ｋ
ｍ

2
4
3
日

2
4
3
.0
回

(1
1
)

九
会
線
③

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

路
線
定
期

①
(1
0
)

九
会
線
②

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

路
線
定
期

①

「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
他
停
留
所
に
て
、

神
姫
バ
ス
が
運
行
す
る
補
助
対
象
幹
線

バ
ス
「
姫
路
駅
～
南
大
貫
～
北
条
営
業
所

線
」
及
び
「
姫
路
駅
～
南
山
田
～
北
条
営

業
所
線
」
と
接
続

③
循
環

市
役
所
正
面
口
・

健
康
福
祉
会
館
・

加
西
病
院
・
九
会
・

so
ra
か
さ
い

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

往
　
2
7
.3
ｋ
ｍ

2
4
3
日

2
4
3
.0
回

「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
他
停
留
所
に
て
、

神
姫
バ
ス
が
運
行
す
る
補
助
対
象
幹
線

バ
ス
「
姫
路
駅
～
南
大
貫
～
北
条
営
業
所

線
」
及
び
「
姫
路
駅
～
南
山
田
～
北
条
営

業
所
線
」
と
接
続

③
循
環

市
役
所
正
面
口
・

加
西
病
院
・
九
会
・

so
ra
か
さ
い
・

健
康
福
祉
会
館

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

往
　
2
5
.6
ｋ
ｍ

2
4
3
日

2
4
3
.0
回

(9
)

九
会
線
①

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

路
線
定
期

①
(8
)

国
正
線

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

路
線
定
期

①

「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
他
停
留
所
に
て
、

神
姫
バ
ス
が
運
行
す
る
補
助
対
象
幹
線

バ
ス
「
姫
路
駅
～
南
大
貫
～
北
条
営
業
所

線
」
及
び
「
姫
路
駅
～
南
山
田
～
北
条
営

業
所
線
」
と
接
続

③
復
　
1
5
.7
ｋ
ｍ

市
役
所
正
面
口
・

加
西
病
院

東
国
正

往
　
1
5
.5
ｋ
ｍ

2
4
3
日

4
8
6
.0
回

「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
他
停
留
所
に
て
、

神
姫
バ
ス
が
運
行
す
る
補
助
対
象
幹
線

バ
ス
「
姫
路
駅
～
南
大
貫
～
北
条
営
業
所

線
」
及
び
「
姫
路
駅
～
南
山
田
～
北
条
営

業
所
線
」
と
接
続

③
復
　
8
.9
ｋ
ｍ

市
役
所
正
面
口
・

加
西
病
院

中
富

往
　
8
.6
ｋ
ｍ

2
4
3
日

6
0
7
.5
回

(7
)

市
街
地
線
②

高
�
北
条

B
�
前

路
線
定
期

①
神
姫
バ
ス
㈱

(6
)

市
街
地
線
①

イ
オ
ン

モ
ー
ル

加
西
北
条

路
線
定
期

①

「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
他
停
留
所
に
て
、

神
姫
バ
ス
が
運
行
す
る
補
助
対
象
幹
線

バ
ス
「
姫
路
駅
～
南
大
貫
～
北
条
営
業
所

線
」
及
び
「
姫
路
駅
～
南
山
田
～
北
条
営

業
所
線
」
と
接
続

③
復
　
7
.8
ｋ
ｍ

市
役
所
正
面
口
・

加
西
病
院

中
富

往
　
7
.6
ｋ
ｍ

2
4
3
日

1
8
2
2
.5
回

「
中
富
口
」
停
留
所
に
て
、
神
姫
バ
ス
が
運

行
す
る
幹
線
バ
ス
「
八
千
代
小
学
校
前
イ

オ
ン
モ
ー
ル
加
西
北
条
線
」
と
接
続

③
循
環

東
坂
口

中
富
口

往
1
0
.4
ｋ
ｍ

2
4
3
日

7
2
9
.0
回

(5
)

芥
田
線
②

（
2
～
4
便
目
）

中
富
口

路
線
定
期

②
（
２
）

(4
)

芥
田
線
①

（
1
便
目
）

皿
池
上

路
線
定
期

②
（
２
）

1
2
1
5
.0
回

「
中
富
口
」
停
留
所
に
て
、
神
姫
バ
ス
が
運

行
す
る
幹
線
バ
ス
「
八
千
代
小
学
校
前
イ

オ
ン
モ
ー
ル
加
西
北
条
線
」
と
接
続

③
復
　
　
　
ｋ
ｍ

東
坂
口

中
富
口

往
　
7
.9
ｋ
ｍ

2
4
3
日

1
2
1
.5
回

③
循
環

(3
)

若
井
線

（
1
～
5
便
目
）

中
富
口

往
1
6
.2
ｋ
ｍ

2
4
3
日

9
7
2
.0
回

路
線
定
期

路
線
定
期

②
（
２
）

「
中
富
口
」
停
留
所
に
て
、
神
姫
バ
ス
が
運

行
す
る
幹
線
バ
ス
「
八
千
代
小
学
校
前
イ

オ
ン
モ
ー
ル
加
西
北
条
線
」
と
接
続

③
循
環

釜
坂
峠
口

中
富
口

往
1
2
.7
ｋ
ｍ

2
4
3
日

孫
町

中
富
口

1
2
1
.5
回

路
線
定
期

②
（
２
）

「
中
富
口
」
停
留
所
に
て
、
神
姫
バ
ス
が
運

行
す
る
幹
線
バ
ス
「
八
千
代
小
学
校
前
イ

オ
ン
モ
ー
ル
加
西
北
条
線
」
と
接
続

道
山
郵
便
局
前
孫
町

中
富
口

往
1
2
.2
ｋ
ｍ

2
4
3
日

②
（
２
）

「
中
富
口
」
停
留
所
に
て
、
神
姫
バ
ス
が
運

行
す
る
幹
線
バ
ス
「
八
千
代
小
学
校
前
イ

オ
ン
モ
ー
ル
加
西
北
条
線
」
と
接
続

計
画
運
行
日
数

計
画
運
行
回
数

利 便 増 進 特 例 措 置

運 送 継 続 特 例 措 置

地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
の
基
準
適
合

（
別
表
７
・
別
表
９
・
別
表
１
０
）

兵
庫
県

（
加
西
市
）

加
西
親
栄
自
動
車
㈲

(1
)

万
願
寺
線
①

（
1
便
目
）

市
区
町
村
名

運
送
予
定
者
名

運
行
系
統
名
等

（
申
請
番
号
）

運
行
系
統

系
統

キ
ロ
程

③
復
　
　
　
ｋ
ｍ

(2
)

万
願
寺
線
②

（
2
～
5
便
目
）

中
富
口
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表５　地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要

（単位：人）

　交通不便地域等の内訳

（１）記載要領

１．

２．

３．

４．

５．

６．

（２）添付書類
１． 「人口集中地区以外の地区」及び「交通不便地域等」の区分が分かる地図を添付すること。
（ただし、全域が交通不便地域等となる場合に�省略可）

「根拠法」の欄�、交通不便地域を地方運輸局長等が指定した場合�、「局長指定」と
記載すること。また、乗用タクシー以外での輸送が著しく困難であるものとして地方運
輸局長等が認めた場合�、「局長指定（乗用）」と記載すること。

「特例適用開始年度」の欄�、地域公共交通利便増進実施計画又�地域旅客運送
サービス継続実施計画を策定し、特例を適用する場合に記載すること。

人口�最新の国勢調査結果を基に記載すること。ただし、地方運輸局長等が指定する
交通不便地域の場合�、申請する年度の前年度の３月末現在の住民基本台帳を基に
記載すること。

「人口集中地区以外」の欄�、国勢調査結果により設定された人口集中地区に該当し
ない地区の人口を記載すること。

加西市地域公共交通網形成
計画

平成３０年３月 平成３０年度

「交通不便地域等」の欄�、地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱（以
下、「交付要綱」という。）の別表７（ハ②（１））に記載のある過疎地域の人口、交付要
綱別表７（ハ②（２）（実施要領の２．（１）⑪））に基づき地方運輸局長等が指定する交通
不便地域の人口及び交付要綱別表７リに基づき地方運輸局長等が認める地域の合計
（重複する場合を除く）を記載すること。

「対象地区」の欄に�、当該市町村の一部が交付要綱別表７（ハ②（１））に掲げる法律
（根拠法）に基づき地域指定されている場合に、根拠法ごとに当該区域の旧市町村名
等を記載すること。また、地方運輸局長等が指定する交通不便地域等が存在する場
合に�、該当する区域名を記載すること。

　地域公共交通計画、地域公共交通利便増進実施計画、地域旅客運送サービス継続実施計画の策定
年月日及び特例適用開始年度

計画名 策定年月日 特例適用開始年度

2,535人

上若井町、下若井町、大内
町、上道山町、下道山町、上
万願寺町、下万願寺町、広原
町、上芥田町、下芥田町

局長指定

交通不便地域等 2,535

人　口 対象地区 根拠法

市区町村名 加西市

人　口

人口集中地区以外 33,600
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加西市交通網図

コミバスねっぴ～号（運行：神姫バス）

●市街地線

●国正線

●九会線

●フラワーセンター線

はっぴーバス（運行：加西親栄自動車）

●万願寺線

●若井線

●芥田線

路線バス

■神姫バス

鉄道

アスティアかさい

北条町駅
中富口

別府

姫路駅前～南大貫～北条営業

姫路駅前～南山田～北条営業

姫路駅前～社

姫路駅前～法華山～社

姫路駅前～奥猫尾～社

高砂～北条営業所

アスティアかさい～大和

東国正

中野学校前

播磨横田駅

長駅

播磨下里駅

法華口駅

田原駅
網引駅

所

所

イオンモール加西北条～八千代小学校前

soraかさい

13

 宝殿駅～北条営業所 
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